入　札　参　加　資　格　確　認　書
 (
様式第２号
)　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　住　　所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名
　下記の業務委託等に係る入札に参加する者に必要な資格について、下記のとおり確認しました。
記
１　入札（見積）番号　１０
２　業務委託名　電気工作物保安点検業務委託
３　入札に参加する者に必要な資格
	内　　容
	該当・非該当の別(※)

	(1) 入札参加資格の確認申請の提出期限の日から当該業務委託の入札の日までの間において、富山県から指名停止を受けていない者であること。
	（　該当 ・ 非該当　）

	(2) 未成年者、成年被後見人、被保佐人、被補助人及び破産者で復権を得ない者に該当しない者であること。
	（　該当 ・ 非該当　）

	(3) 会社更生法(平成14年法律第154号)第17条の規定により更正手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法(平成11年法律第225号)第21条の規定により再生手続開始の申立てがなされている者でないこと。
	（  該当 ・ 非該当  ）

	(4) 富山県の「平成28・29年度清掃・設備保守業務等競争入札参資格者名簿」の「電気設備保守業務」に登載する者であること。
	（　該当 ・ 非該当　）

	(5) 入札に参加する当該業務委託の流域下水道関係市に「電気保安担当者」の勤務する営業所を有する者であること。
	（　該当 ・ 非該当　）

	(6) 電気事業法施行規則第52条の2第1項第2号に定める電気保安法人であり、本業務委託の履行に際して事業場ごとに「保安業務担当者」を１名以上及び「保安業務従事者」を２名以上定められる者であること。
	（　該当 ・ 非該当　）

	(7) (6)の保安業務担当者のうち、二上浄化センター及び神通川左岸
浄化センターの担当者は、平成２７年度から平成２９年度の間に下水処理場（県内、県外を問わない。ただし、処理能力3,500ｍ3／日以上に限る）で保安業務担当者を務めた経験を有すること。
	（　該当 ・ 非該当　）


（※）申請者は、資格の内容（左欄）を満たすことを確認のうえ、右欄の「該当」に○印を付すこと。
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